
今冬の電力需給見通し

国の電力需給に関する検討会合資料より(2022/11/1)

エリア １２月 １月 ２月 ３月

北海道 14.4％ 7.9％ 8.1％ 12.1％

東 北
9.2％ 4.1% 4.9％

11.5％

東 京

中 部

7.4％ 5.6％ 6.5％

北 陸

関 西

中 国

四 国

九 州

沖 縄 44.5％ 33.1％ 34.4％ 56.6％

今冬の電力需給対策について 資料１



「ほっかいどう 冬の節電・ゼロカーボン
プログラム」の主な内容

１ 道における電力需給対策

無理のない範囲での節電の取組を呼びかけ

道民・企業への
普及啓発

・ ＨＰやＳＮＳの活用、啓発資材の作成

具体的な節電
行動の実践

・ 節電プログラムの参加促進、製造業の省エネ設備導入支援
・ ゼロカーボン北海道に係る取組を通じた節電行動の促進

関係機関
との連携

・ 北海道地域電力需給連絡会や地域における連絡会を通じた情報共有

道が自ら行う
節電の取組

・ 執務室、廊下の間引き消灯、エレベーターの一部停止
・ 暖房時の室温管理、ナチュラル・ビズ・スタイルの実施 等



需給ひっ迫準備情報
予備率が５％を下回る場合、北電ネットワーク㈱が発信

需給ひっ迫注意報
予備率が５％を下回る場合、資源ｴﾈﾙｷﾞー 庁が発令

需給ひっ迫警報
予備率が３％を下回る場合、資源ｴﾈﾙｷﾞー 庁が発令

→ 庁内に情報提供し、注意報・警報の発令に備える

→ ・ 対策本部の開催など速やかに情報共有

・ 市町村・関係団体、道民へ節電を呼びかけ

・ 道自らも徹底した節電を実施

２ 需給ひっ迫時の対応

２日前

１日前

当日


